
いじめと
思えない場合

いじめと
言える場合

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子供をいじめから守るために子供をいじめから守るために子供をいじめから守るために子供をいじめから守るために
（学校側の解決手順）（学校側の解決手順）（学校側の解決手順）（学校側の解決手順）

いじめの情報・訴え 迅速な対応

①１人で判断しない。情報を
　集めチームで対応

②いじめを訴える児童生徒の
　話を否定せず教育相談を
　継続

③継続的な行動観察と援助

①いじめられる児童生徒の
　安全確保と継続的援助

②いじめをする児童生徒への
　指導と援助

③恐喝・暴行は警察と連係

解決の難しいケースは教育
委員会、関係機関と連携

①いじめという言葉を遣わず
　に、どのような行為をした
　のかを確認

②その行為が相手にとって
　つらいものであることを
　納得させ、その行為を止
　めさせる

①いじめている児童生
徒を、被害を受けてい
た児童生徒に対して謝
罪させる

②いじめている児童生
徒とその保護者を、被
害を受けていた児童生
徒とその保護者に対し
て謝罪させる

1.即時にチームで1.即時にチームで1.即時にチームで1.即時にチームで
　対応　対応　対応　対応

事実確認・情報収集
①被害者から
②被害者の保護者から
③その他の情報提供者から
④全教職員から
⑤いじめた側の児童生徒
　から
⑥その他（友人など）

①目に見える指導
・出席停止
・加害者の別室指導
・全校生徒への
　説明、指導

②いじめをくり返さ
　ないための配慮

③役割分担による
　校内巡回など

（必要なことは
　　継続的に行う）

2.解決に向けた適切かつ誠実な対応2.解決に向けた適切かつ誠実な対応2.解決に向けた適切かつ誠実な対応2.解決に向けた適切かつ誠実な対応

いじめている子が
いじめではないと言う場合

未然防止・早期発見

１ 全教職員の危機意識
を高め、気になること
をすぐ伝え会える雰囲
気づくり

２ いじめ対策委員会や､
事例検討会等の活性化

３ いじめは、絶対に許
さない。守り抜くこと
を宣言

４ いじめの理解と抑止
に結び付くアンケート
の実施

５ 被害者がいじめであると
言えば、認定して対応する
態度が必要

保護者との連係

3.トラブルから3.トラブルから3.トラブルから3.トラブルから
学ぶ学ぶ学ぶ学ぶ

謝罪謝罪謝罪謝罪

秋田県総合教育センターのリーフレット「秋田県の子どもをいじめから守るために」を参考に、
いじめから子供を守ろう！ネットワークの観点を加えて作成しました。

いじめから子供を守ろう！ネットワーク2007
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